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♦円陣（日光地区：日光霧降アイスアリーナ）
　
　昨年夏のロンドンオリンピックでは、日本チームのメ
ダルラッシュが日本全体に活力を与えてくれました。
　円陣は、試合前や試合中に監督、コーチ、選手が戦術の
確認や伝達、そして士気を高める目的で組まれます。ロ
ンドンオリンピックでは、選手と国民との絆を深めるた
めに組んでいるようにも見えました。
　平成23年３月11日から約２年が経とうとしています
が、当時の教訓を忘れることなく家族、友人等の心の絆
を深めるため、また今年１年みなさまと心を一つにとの
思いから表紙を「円陣」にしました。
　市民のみなさま、今年も心を一つにがんばりましょう！
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定
例
会
議
案
審
議

第
５
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果

　
平
成
24
年
第
５
回
日
光
市
議
会
定
例
会
が
11
月
30
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
、
18

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件
は
、
執
行
部

提
出
議
案
32
件
、
議
員
議
案
１
件
、
報
告
１
件
、
陳
情
１
件
で
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
は
12
月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
８
名
の
議
員
が

21
項
目
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

市民福祉常任委員会（特定非営利活動法人はばたきにて）

常任委員会活動の様子

報
　
　
　
告

第

10

号

議

員

議

案

第 

９ 

号

議

案

第 

116 

号

議

案

第
117
〜

121
号

議 
 

　

案

第 

122 

号

議 
 

　

案

第 

123 

号

議 
 

　

案

第 

124 

号

議 
 

　

案

第

125

号

議 
 

　

案

第

126

号

議 
 

　

案

第 

127 

号

議 
 

　

案

第

128

号

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

[

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解]

日
光
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

[

平
成
24
年
度
（
２
０
１
２
年
度
）
日
光
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）]

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
外
４
件
）

日
光
市
霧
降
高
原
キ
ス
ゲ
平
園
地
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
道
路
構
造
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
が
管
理
す
る
市
道
に
設
け
る
案
内
標
識
等
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

日
光
市
営
住
宅
等
整
備
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
都
市
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
水
道
事
業
の
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に

水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

報
　
　
告

原
案
可
決

原
案
承
認

原
案
適
任

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決
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一

般

質

問

野
沢
一
敏
議
員（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
志
向
）

問
：
自
治
体
間
競
争
に
立
ち
向
か

い
、
本
市
が
更
に
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
、
市
の
政
策
形
成
力
を

高
め
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
職

員
一
人
ひ
と
り
の
政
策
形
成
能
力

を
高
め
、
市
政
に
生
か
す
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
若
手
職
員

の
意
見
等
は
政
策
形
成
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。

答
（
斎
藤
企
画
部
長
）
：
市
の
20
年

後
を
見
据
え
、
今
年
度
か
ら
若
手

職
員
で
構
成
す
る
行
政
改
革
推
進

班
を
設
置
し
た
。
こ
の
推
進
班

は
、
行
政
改
革
の
あ
り
方
の
検
討

や
提
言
と
合
わ
せ
て
、
将
来
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
的
存
在
に
な
り
う
る

若
手
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
本
年
度
中
に
は
職
員
提

案
制
度
の
見
直
し
を
進
め
、
平
成

25
年
度
以
降
に
は
新
た
な
提
案
制

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
職
員
の
ス

キ
ル
を
政
策
形
成
に
生
か
す
よ
う

検
討
す
る
。

問
：
こ
れ
ま
で
は
、
国
が
課
題
と
指

針
を
示
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
具

体
的
な
方
策
ま
で
提
示
し
て
き

た
。
し
か
し
、
新
し
い
時
代
の
地

方
自
治
体
は
、
自
ら
が
課
題
設
定

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
役
割
を

担
う
総
括
者
で
あ
る
市
長
の
考
え

を
伺
う
。 

答
（
斎
藤
市
長
）
：
政
策
形
成
に
あ

た
っ
て
は
、
基
本
的
に
は
職
員
の

能
力
を
養
成
す
る
こ
と
が
大
事
で

あ
り
、
若
手
の
職
員
を
中
心
に
将

来
を
見
据
え
た
養
成
が
必
要
で
あ

る
。
そ
し
て
、
不
足
す
る
部
分
に

つ
い
て
、
外
部
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
連
携
し
な

が
ら
補
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

る
。
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案
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129

号

議 
 

　

案

第

130

号

議 
 

　

案

第

131

号
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案

第

132

号
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案

第

133

号

議 
 

　

案

第

134

号

議
　
　
　
案

第

135

号

議 
 

　

案

第

136

号

議 
 

　

案

第

137

号

議

案

第
138
〜

143
号

議 
 

　

案

第

144

号

議 
 

　

案

第

145

号

議

案

第

146

号

議

案

第

147

号

陳

情

第

５

号

日
光
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
民
運
動
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
斎
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
工
場
立
地
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
工
場
施
設
等
整
備
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

日
光
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

日
光
聖
苑
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
外
５
件
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

[

日
光
市
霧
降
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
整
氷
車
購
入
事
業]

日
光
市
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

[

大
室
地
内]

平
成
24
年
度
（
２
０
１
２
年
度
）
日
光
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

に
つ
い
て

平
成
24
年
度
（
２
０
１
２
年
度
）
日
光
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算(

第
２
号
）
に
つ
い
て

日
光
消
防
署
新
庁
舎
建
築
計
画
に
関
す
る
住
民
合
意
の
再
確
認
を
求
め
る
こ

と
及
び
日
照
や
騒
音
被
害
に
対
す
る
補
償
等
の
事
前
協
議
を
求
め
る
陳
情

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

不

採

択

一

般

質

問

若
手
職
員
に
よ
る
職
員
政
策

提
案
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

まちづくり基本条例と基本計画
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一

般

質

問

　
　
ま
た
、
当
市
は
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お

り
、
外
部
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
等
だ

け
で
な
く
、
市
民
の
意
見
や
考
え

を
広
く
取
り
入
れ
て
、
政
策
形
成

を
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
日
光
市
の
政
策
形
成
に
つ
い
て

和
田
公
伸
議
員
（
成
和
）

問
：
①
当
市
の
冬
の
観
光
誘
客
対
策

と
し
て
、
冬
季
国
体
の
開
催
は
た

い
へ
ん
有
効
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
選
手
・
関
係
者
及
び
観
光
客

の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
伺

う
。

②
当
市
の
特
色
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
底

辺
拡
大
の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
前
田
教
育
長
）
：
①
国
体
の
選

手
・
監
督
・
役
員
等
の
大
会
関
係

者
の
受
け
入
れ
は
、
主
催
者
で
あ

る
日
本
体
育
協
会
が
定
め
た
基
準

に
基
づ
き
、
万
全
な
体
制
に
努
め

る
。
ま
た
、
国
体
関
係
者
や
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
者
の
来
訪
は
当
市
の
観

光
宣
伝
に
も
役
立
つ
こ
と
か
ら
、

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
の
広
報
媒
体
を
活
用
し

周
知
す
る
と
と
も
に
、
市
内
各
施

設
に
歓
迎
ス
テ
ッ
カ
ー
や
横
断
幕

を
掲
げ
、
歓
迎
ム
ー
ド
を
盛
り
上

げ
て
い
く
。

②
ホ
ッ
ケ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
は
当
市
を
代
表
す
る
特

色
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
ホ
ッ

ケ
ー
は
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本

代
表
選
手
を
中
学
校
に
派
遣
し
、

競
技
指
導
や
選
手
育
成
に
役
立
て

て
い
る
。

　
　
ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
は
、
日
光
ア
イ
ス
バ
ッ
ク

ス
の
選
手
を
指
導
者
と
し
た
「
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
教
室
」
を
は
じ
め
と
す
る
四
つ

の
事
業
を
柱
に
底
辺
拡
大
に
努
め

て
い
る
。

問
：
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
は
、
地

域
型
へ
移
行
さ
れ
た
が
、
団
員
や

指
導
者
の
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ

り
団
体
存
続
に
向
け
た
緊
急
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
・

家
庭
・
学
校
の
三
者
が
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

答
（
前
田
教
育
長
）
：
ス
ポ
ー
ツ
等

を
通
し
て
少
年
の
心
身
育
成
の
た

め
「
地
域
」
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

を
設
置
す
る
と
い
う
の
が
当
初
の

目
的
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
指
導

者
が
少
な
い
、
施
設
が
少
な
い
な

ど
の
理
由
に
よ
り
学
校
が
主
体
で

組
織
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

　
　
家
庭
も
学
校
も
地
域
の
中
に
あ

る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
改
革
に
向
け

て
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
市
の
循
環
型
社
会
へ
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

大
嶋
一
生
議
員
（
志
民
ネ
ッ
ト
）

問
：
地
方
自
治
体
で
は
、
市
町
村
合

併
後
に
お
け
る
集
中
改
革
や
行
財

政
改
革
の
取
り
組
み
過
程
に
お
け

る
人
員
削
減
、
市
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
な
ど
に
よ
る
業
務
量
の
増

加
、
質
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
職
員
が
多
く
な

っ
て
い
る
傾
向
が
全
国
的
に
見
ら

れ
る
。
職
員
が
高
い
士
気
を
も
っ

て
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
市
民

に
対
し
公
務
を
効
率
的
か
つ
能
率

的
に
提
供
す
る
観
点
か
ら
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
非
常
に
重
要

と
考
え
る
が
市
の
対
応
は
。

答
（
湯
澤
副
市
長
）
：
メ
ン
タ
ル
不

調
者
か
ら
の
相
談
に
は
、
市
が
委

託
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
、
治
療
や
専
門
家
の
意
見
が

必
要
な
場
合
は
、
精
神
科
や
心
療

内
科
の
受
診
を
勧
め
て
い
る
。
　

　
　
ま
た
、
療
養
中
は
、
本
人
、
家

族
、
職
場
の
上
司
等
と
の
定
期
的

面
談
を
行
い
、
病
状
の
具
体
的
把

握
に
努
め
て
い
る
。

　
　
病
状
が
回
復
し
、
職
場
復
帰
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
主
治
医
か

ら
の
診
断
書
に
基
づ
き
、
面
談
を

数
回
実
施
し
、
慣
ら
し
勤
務
を
経

た
う
え
で
総
合
的
に
判
断
し
決
定

す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
つ
い
て

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て

日光霧降スケートセンター
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一

般

質

問

就
学
援
助
制
度
の
充
実
に

つ
い
て

問
：
メ
ン
タ
ル
不
調
者
は
全
国
的
に

も
増
加
の
傾
向
が
あ
る
中
で
、
市

職
員
を
平
成
27
年
度
ま
で
に
現
在

よ
り
80
人
程
度
の
削
減
を
目
標
と

し
て
い
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
職

員
の
健
康
管
理
が
今
後
も
十
分
で

き
る
の
か
不
安
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
他
市
で
も
実
施
し
て
い
る
精

神
保
健
福
祉
士
を
総
務
課
に
配
置

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
が
市
の

考
え
は
。

答(

湯
澤
副
市
長
）
：
精
神
保
健
福

祉
士
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
職
員

労
働
組
合
か
ら
も
要
望
が
出
て
い

る
。
福
祉
士
の
配
置
の
方
法
に

つ
い
て
は
、
人
事
異
動
に
よ
る
方

法
や
外
部
委
託
等
が
考
え
ら
れ
る

が
、今
後
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
組
織
体
制
に
つ
い
て

○
学
校
教
育
に
つ
い
て

福
田
悦
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

問
：
就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら

れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し

て
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の

一
部
を
援
助
す
る
も
の
で
あ
り
、

文
部
科
学
省
は
、
新
た
に
ク
ラ
ブ

活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
の
三
項
目
を
要
保
護
児
童
生
徒

の
就
学
援
助
の
国
庫
補
助
対
象
と

し
た
が
、
当
市
で
も
準
要
保
護
世

帯
へ
の
援
助
内
容
に
加
え
る
べ
き

と
考
え
る
が
。 

答
（
星
野
教
育
次
長
）
：
国
の
補
助

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
準
要
保
護

者
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
対
象

か
ら
除
か
れ
た
た
め
、
補
助
対
象

項
目
や
補
助
内
容
等
に
つ
い
て
は

自
治
体
に
よ
り
対
応
が
異
な
っ
て

い
る
。
当
市
で
は
、
準
要
保
護
児

童
生
徒
に
対
し
て
、
要
保
護
児
童

生
徒
と
同
様
の
援
助
を
行
う
と
と

も
に
、
眼
鏡
購
入
費
と
臨
海
自
然

教
室
活
動
費
を
独
自
に
援
助
し
て

い
る
。

　
　
国
が
補
助
対
象
と
し
た
ク
ラ
ブ

活
動
費
等
の
三
項
目
は
現
在
当
市

で
は
援
助
し
て
い
な
い
が
、
経
済

的
に
就
学
困
難
な
準
要
保
護
児
童

生
徒
へ
の
支
援
を
、
要
保
護
児
童

生
徒
と
同
様
に
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
来
年
度
に
向
け
て
実
施
を
検

討
し
て
い
る
。

問
：
国
は
、
就
学
援
助
の
認
定
に
際

し
、
民
生
委
員
の
助
言
を
求
め
る

項
目
を
削
除
し
、
制
度
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
が
、
当
市
の
申
請
書

に
は
、「
民
生
委
員
が
生
活
状
況

の
確
認
に
伺
う
」
と
い
っ
た
項
目

が
入
っ
て
お
り
、
国
の
方
針
よ
り

後
退
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る

が
。

答
（
教
育
次
長
）
：
就
学
援
助
申
請

書
だ
け
で
は
、
家
庭
の
経
済
状
況

等
を
把
握
で
き
な
い
場
合
で
も
、

今
後
は
、
教
育
委
員
会
内
で
調
査

す
る
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
状

況
把
握
が
困
難
な
場
合
は
、
本
人

の
承
諾
を
得
た
う
え
で
、
民
生
委

員
の
助
言
を
求
め
、
適
切
な
把
握

に
努
め
た
い
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
市
民
と
一
緒
に
進
め
る
健
康
保
持

増
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
証
の
取
り
上
げ
中

止
と
資
格
証
明
書
の
記
載
改
善
に

つ
い
て

落
合
美
津
子
議
員
（
公
明
党
）

問
：
「
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞

の
適
切
な
提
供
を
推
進
す
る
法

律
」
の
成
立
に
よ
り
、
国
と
地
方

公
共
団
体
は
、
適
切
な
提
供
を
推

進
す
る
た
め
の
理
解
と
必
要
な
施

策
を
講
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
骨
髄
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
へ

の
助
成
や
休
業
に
対
す
る
企
業
の

理
解
等
、
今
後
の
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
斎
藤
健
康
福
祉
部
長
）
：
骨
髄

バ
ン
ク
登
録
の
普
及
啓
発
を
図

り
、
骨
髄
移
植
の
向
上
を
目
的
に

「
日
光
市
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
推
進

協
議
会
」
を
設
置
し
、
後
援
会
の

開
催
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ド
ナ
ー
は
、
骨
髄
を
提
供
す

る
た
め
に
５
日
程
度
の
入
院
が
必

要
と
な
る
た
め
、
事
業
所
の
理
解

を
得
に
く
い
こ
と
や
、
子
供
の
保

育
等
な
ど
で
家
族
の
同
意
を
得
ら

れ
な
い
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　
　
引
き
続
き
骨
髄
移
植
に
つ
い
て

造
血
幹
細
胞
移
植
の
推
進
に

つ
い
て
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一

般

質

問

よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
紙
へ
の
掲
載
を
行
う
と
と
も

に
、
商
工
会
議
所
等
に
も
協
力
を

い
た
だ
き
、
新
た
に
事
業
所
等
へ

の
周
知
を
行
う
。

　
　
骨
髄
提
供
者
等
へ
の
支
援
と
し

て
勤
務
す
る
事
業
所
に
、
入
院
等

の
日
数
に
応
じ
て
助
成
金
や
奨
励

金
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
の
で
、
今
後
、
そ
れ
ら
を
参
考

に
骨
髄
を
提
供
し
や
す
い
環
境
を

整
え
て
い
く
。

問
：
法
律
の
中
に
は
、
地
方
自
治
体

の
責
務
と
し
て
推
進
に
関
す
る
施

策
を
策
定
し
実
施
す
る
と
あ
る
。

推
進
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

答
（
斎
藤
市
長
）
：
移
植
に
よ
り
治

療
が
成
功
し
て
生
き
延
び
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
事
例
を
目
の
当

た
り
に
し
て
い
る
。
移
植
に
用
い

る
造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
関
す
る

施
策
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
に

策
定
し
て
い
く
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
レ
ア
メ
タ
ル
等
の
回
収
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
市
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
に
つ
い

て
○
森
林
を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て

に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
共
生
型

福
祉
施
設
整
備
の
必
要
性
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
：
市
の
独
自

施
策
で
あ
る
在
宅
介
護
オ
ア
シ
ス

支
援
事
業
の
支
援
施
設
は
、
高
齢

者
、
幼
児
、
児
童
等
の
垣
根
を
越

え
た
集
い
の
場
と
し
て
創
設
し
た

共
生
型
施
設
の
先
駆
け
で
あ
る
。

　
　
現
在
の
利
用
者
は
、
大
半
が
高

齢
者
で
あ
る
が
、
一
部
の
施
設
で

は
、
高
齢
者
と
障
が
い
者
、
高
齢

者
と
幼
児
・
児
童
の
一
時
的
保
育

を
実
施
し
て
い
る
。

問
：
何
人
も
排
除
し
な
い
、
排
除
さ

れ
な
い
社
会
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」。
障
が
い
者
と

健
常
者
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
社
会
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」。
こ
の
二
つ
の
理
念
に
沿
っ

た
共
生
型
福
祉
施
設
の
整
備
推
進

に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
：
市
の
各
種

福
祉
計
画
の
中
で
は
、
二
つ
の
理

念
に
沿
っ
た
整
備
の
必
要
性
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
交
流
に
よ
る

効
果
や
機
能
の
複
合
化
に
よ
る
施

設
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
今

後
は
、
そ
の
理
念
を
具
現
化
す
る

た
め
の
施
設
整
備
の
調
査
研
究
を

進
め
て
い
く
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
事
業
の
存
続
・
改
廃
お
よ
び
新
規

事
業
の
検
討
に
つ
い
て

平
木
チ
サ
子
議
員
（
無
会
派
）

問
：
国
は
、
今
後
長
期
に
わ
た
り
甲

状
腺
が
ん
の
増
加
が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
、
現
時
点
で
の
甲

状
腺
の
状
態
把
握
の
た
め
の
検
査

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　
ま
た
、
９
月
に
当
市
が
行
っ
た

放
射
能
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
出
席
い
た
だ
い
た
医
師
か
ら

も
、
健
康
診
断
の
必
要
性
に
つ
い

て
提
言
が
あ
っ
た
。

　
　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
来
年

度
か
ら
子
供
の
健
康
診
断
に
あ
わ

せ
て
甲
状
腺
検
査
と
尿
検
査
を
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
（
湯
澤
副
市
長
）
：
国
は
、
原
発

事
故
の
因
果
関
係
を
確
か
め
る
た

め
、
福
島
県
か
ら
一
定
程
度
離
れ

原
発
事
故
の
影
響
が
及
ば
な
い
こ

と
及
び
甲
状
腺
疾
患
の
専
門
家
が

い
る
こ
と
か
ら
、
青
森
・
山
梨
・

子
供
の
健
康
診
断
に
つ
い
て

共
生
型
福
祉
施
設
の

　
　
　
　
整
備
に
つ
い
て

手
塚
雅
己
議
員
（
グ
ル
ー
プ
響
）

問
：
北
海
道
内
で
は
、
子
供
・
障
が

い
者
・
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
宅

の
近
く
に
共
生
型
交
流
施
設
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
日
光
市
地
域
福
祉
計
画
及
び
地

域
福
祉
活
動
計
画
の
中
で
も
、「
こ

れ
か
ら
の
地
域
福
祉
は
、
特
定
の

人
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
な

く
、
身
近
な
地
域
社
会
で
人
々
の

生
活
課
題
の
解
決
を
図
る
」
視
点

を
盛
り
込
ん
だ
計
画
の
策
定
の
必

要
性
を
記
載
し
て
い
る
。

　
　
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
当
市
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一

般

質

問

長
崎
の
３
県
を
選
定
し
、
18
歳
以

下
の
子
供
、
計
４
，
５
０
０
人
の

甲
状
腺
検
査
を
行
い
、
結
果
を
年

度
内
に
ま
と
め
る
と
し
て
い
る
。

　
　
国
の
調
査
結
果
の
内
容
を
見
極

め
て
、
検
査
の
対
象
者
、
検
査
の

方
法
等
に
つ
い
て
対
処
す
る
。

問
：
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で

は
、
15
歳
以
下
の
子
供
の
甲
状
腺

が
ん
は
、
５
年
後
か
ら
急
に
増
え

は
じ
め
10
年
後
に
ピ
ー
ク
に
達
し

た
と
い
っ
た
事
例
が
あ
る
。

　
　
早
く
か
ら
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
で
過
去
と
の
デ
ー
タ
の
比
較
が

で
き
、
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、

薬
で
の
治
療
も
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
デ
ー
タ
を
比
較
し
て
異
常
が

認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
市
民
の
安
心

に
も
つ
な
が
る
。

　
　
ま
た
、
国
の
審
査
機
関
か
ら

は
、「
地
方
自
治
体
が
行
う
必
要

な
検
査
費
用
は
東
京
電
力
が
賠
償

す
べ
き
」
と
の
指
針
も
出
て
い
る

の
で
、
早
期
に
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

答
（
湯
澤
副
市
長
）
：
デ
ー
タ
と
し

て
記
録
し
て
お
く
こ
と
は
、
後
世

代
の
た
め
に
も
重
要
な
取
り
組
み

と
認
識
し
て
い
る
が
、
有
効
な
検

査
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

国
の
調
査
結
果
を
み
て
対
処
し
て

い
く
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

○
市
民
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

小
久
保
光
雄
議
員
（
公
明
党
）

問
：
乳
幼
児
に
と
っ
て
怖
い
病
気
の

一
つ
と
し
て
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
急
性
重
症
胃
腸
炎
が

あ
り
、
発
熱
を
伴
い
重
症
度
が
高

い
。
予
防
医
療
の
充
実
と
大
切
な

子
供
を
守
り
育
て
る
観
点
か
ら
、

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
の
助
成
を
、
平
成
23
年
９
月

定
例
会
で
提
案
し
た
。

　
　
そ
の
時
の
市
長
答
弁
で
は
、
国

が
、
平
成
24
年
度
中
に
不
活
性
化

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
導
入
す
る
方

針
を
立
て
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
接
種

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
同
時

接
種
へ
の
懸
念
が
緩
和
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
　
国
の
導
入
決
定
が
あ
れ
ば
、
市

と
し
て
も
直
ち
に
結
論
を
出
し
て

予
防
接
種
の
拡
充
に
つ
い
て

い
く
と
の
前
向
き
な
答
弁
が
あ
っ

た
。

　
　
そ
こ
で
、
助
成
実
施
時
期
等
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
市
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
：
平
成
23
年

９
月
定
例
会
で
は
、
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
は
、
乳
幼
児
を
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
、
そ
の
合
併
症

か
ら
守
る
点
で
有
効
で
あ
り
予
防

接
種
費
用
を
助
成
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
実
施
時
期
は
、
国
が

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
導
入
し
、

予
防
接
種
の
回
数
が
減
少
す
る
時

期
を
目
安
と
し
た
い
と
回
答
し

た
。

　
　
国
の
決
定
に
基
づ
き
、
当
市
で

も
今
年
の
11
月
か
ら
四
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
を
導
入
し
た
た
め
、
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用

の
助
成
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
４

月
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。

（
そ
の
ほ
か
の
質
問
）

○
豊
か
な
こ
こ
ろ
と
文
化
を
育
む
政

策
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

広
報
委
員
会
で
は
、「
市
議
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」へ
の

ご
意
見
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご意見・ご感想はなるべく連絡先を
ご記入のうえ、電話、ファックスま
たはメールにて、議会事務局までお
願いいたします。

電 話 0288-21-5140　
FAX 0288-21-5141
メール gijika@city.nikko.lg.jp
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議会報告会

市当局からの説明、現地調査、意見交換等の調査・研究

提言や意見書の提出、条例制定につなげられるよう取り組む

ご意見・ご要望

総 務
常任委員会

市 民 福 祉
常任委員会

産 業 観 光
常任委員会

教育建設水道
常任委員会

議 会
そ の 他

平成24年度第１回議会報告会を11月10日から15日にかけて開催しましたところ多くの
皆様のご参加をいただき、さまざまなご意見を頂戴することができました。大変ありが
とうございました。昨年度、試行的に行った際の反省を踏まえ、できるだけ多くの方に
ご参加いただけるよう次の点について改善をいたしました。

議会報告会の担当を広報委員会に置き、要綱を制定

行政区単位を目安に10会場で開催（昨年度は３会場）

さまざまな層からの参加を促すために平日及び土曜日、時間帯も昼・夜の開催（昨年度は平日昼のみ）

開催のお知らせを全戸配布

内容を３部構成にして、それぞれテーマを設定

全会場で132名のご参加をいただき、合わせて162件のご意見ご要望を承りました。
若年層や女性の参加が非常に少ないことから、多くの幅広い市民の皆様から議会に参画
していただけるような努力をしてまいります。
皆様からのご意見ご要望に対しましては、以下のように取り組んでまいります。

【総　括】
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会

参加者の声

なお、議会報告会の詳細な内容については日光市議会

ホームページにてご覧いただけます。また、市議会広

報紙でもお伝えしていきますが、次回開催の議会報告

会の際にもあわせて経過報告を行ってまいります。

☆参加者の性別は？
男性８５％　女性１４％　無回答　１％

☆参加者の年齢層は？
　10代・20代・30代の参加者はなし

・市民のために議員全員が真剣に仕事に取り組んでほしい。
・わかり易く報告してほしい。活動実績の概要を記載するなど、様式の改善が必要では。
・広報紙や回覧だけではでなく、開催情報の周知方法を検討すべき。
・活動報告が分かりにくい。活動実績の概要を記載するなど様式の改善を。
・議会報告会を継続するならスタイルを検討すべき。
・活発な意見交換のできる雰囲気づくりを工夫しては。
・少なくとも年２回はやってほしい。開催時間については、複数の開催とし、参加者が選べる
方法はいかがか。

・議会活動を目にすることがなかったので、よい機会だった。是非こうした機会を増やしてほしい。
・地域の課題などの質疑の時間が短い。	 	 	 	 	 	 	 	 	

皆様へ
アンケートを
お願いしまし
た♪

参加者の声
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□□□日光市消防署新庁舎建設に関する陳情審査□□□
　総務常任委員会では、陳情第５号「日光消防署新庁舎建築計画に関する住民合意の再確認を求めること及び日
照や騒音被害に対する補償等の事前協議を求める陳情」について、12月６日及び 12日の２日間にわたり審査
を行いました。
　審査過程においては陳情者の願意について配慮を求める意見もありましたが、議会が中心となって活動するこ
とは困難であることなどから採決した結果は不採択と決しました。また平成 24年２月定例会における総務常任
委員会の提言を踏まえ地域住民との合意形成を引き続き図るとともに、地域住民の協力を求めながら不安や懸念
を払拭すべく事業を進めることに努められるよう当委員会として申し添えました。
　当委員会としましては、今回の陳情を踏まえ関係所管の運営体制と今後の行政運営に対しましても引き続き
しっかりとチェックしてまいります。

□□□所管事務調査□□□
　所管事務調査では今年度当初に「日光市本庁舎整備検討市民委員
会」の設置を受け、今夏（昨年の７月）の行政視察における「滋賀県
長
ながはま
浜市新庁舎整備」の視察内容を担当部課へ報告、並びに意見を申し

上げました。そして、平成 24年 8月 24日からスタートした「日光
市本庁舎整備検討市民委員会の検討内容について」の中間報告を今回
受けました。報告では、第 1回から第 4回までの委員会、また先進
地視察などが行われ、委員会の目的や本庁舎に関わる現状、アンケー
ト調査など多岐にわたる活発な議論のもと、市民委員からの様々な建
設的な意見が取り入れられ進められておりました。今後も委員会での
推移を見ながら当委員会としても所管事務調査の中で取り組んでまい
りたいと考えております。

市民福祉常任委員会の所管事務調査事項は
　①「放射線による妊産婦・子供の健康被害対策について」
　②「障がい者福祉制度の推進について」の２点を主なテーマとしています。
　１点目の「放射線による妊産婦・子供の健康被害対策について」は、妊産婦や子供を放射線被曝から守り、健
康で安全な生活を維持する方策の検討を目的に執行部から概要説明を受け、意見交換・聞き取り調査等を行い、
必要な調査・研究を実施することにしました。
　具体的な活動として、「日光市除染実施計画」に基づく市内全保育園、幼稚園の除染対応方針における除染事
業の実態調査を、10月15日にきぬ川幼稚園園庭と落合児童館館庭で執行部同行のもと視察を実施しました。
　きぬ川幼稚園の工事は表土を掘削してその後覆土、落合児童館は新しい砂の敷設をする工法でした。除染実施
後の測定結果は、それぞれ 0.12 μＳ v／ h以下で基準となる 0.23 μＳ v／ hより低い数値でしたが、園庭と
接する敷地外（フェンスの外）においては、平均値 0.23 μＳ v／ h
より高い箇所があり、子供が容易に立ち入ることができる場所でもあ
るので、今後園庭外も含めた除染について執行部に早期対応を図るよ
う要請をしました。
　次に、２点目の「障がい者福祉制度の推進について」は、障がいの
ある方への就労支援施設「特定非営利活動法人はばたき」のご協力を
いただき、12月18日に就労実態等の視察と意見交換会を行いました
が、今後さらに調査・研究を進めていきます。
　なお、必要に応じて他の所管事務調査事項についても適宜、調査・
研究をしていきます。 落合児童館での調査活動

日光消防署建設予定地

総務常任委員会  

市民福祉常任委員会
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教育建設水道常任委員会では
　①「足尾銅山の世界遺産登録を目指すための調査・研究」
　②「通学路の放射能除染を含む安全安心な環境を作るための調査・研究」の２つが主な所管
　　の調査項目です。
　８月６日には「足尾銅山世界遺産登録に向けての取り組み」について、現状と今までの経緯の説明を執行部か
ら受け、その後現地に赴き、国の登録有形文化財である「古河掛水倶楽部・重役役宅」、国の指定史跡である「宇
津野火薬庫」・「足尾銅山観光・通洞杭」、市の指定建造物である「古川橋」、市の指定史跡である「間藤発電所跡」
などを古河機械金属（株）足尾事業所の方のレクチャーを受けながら視察しました。実際、目の当たりにすると、
数々の素晴らしい史跡やロケーションにただただ圧倒、そして感動するばかりでした。
　次いで、８月 28日には「足尾銅山の世界遺産登録を推進する会（以降推進する会）」の方々と、意見交換会
を実施しました。その中で、「推進する会」の方々から、資金的な支援体制の確立の要望や、栃木県や日光市と
の連携の問題、公害や外国人労働などの影の歴史の問題、ホームページやＰＲ方法の問題等が出されました。
私たち教育建設水道常任委員会としては、今後も栃木県や日光市、さ
らには民間団体との連携を強化し、所有者である古河機械金属（株）と
の協議を重ね、世界遺産登録に向けてどのような方法や戦略が有効か
検討していきたいと考えています。
　また、小・中学校の校庭の除染の実施状況については、執行部の説
明を受けた後、日光小学校の作業現場を視察しました。
　校庭の表土を３センチ削り、あらかじめ校庭の隅に掘ってあった場
所に埋め戻す工事は、確実に校庭の放射能値を下げる効果があり、児
童・生徒に対する安全安心の確保に役だっています。今後も数値の推
移に注視しながら、更に一層の除染に取り組んでいくよう執行部に要
請していきます。 古河掛水倶楽部を視察

産業観光常任委員会では所管事務調査を実施しましたので、その概要を報告いたします。
◇人・農地プラン（地域農業マスタープラン）について
　日光市の農業就業人口は 65歳以上が大半となり、今後も高齢化が進む状況にあります。加えて、後継者不足
などにより耕作放棄地の増加など「人と農地」の問題が出てきております。今後の地域農業はどうあるべきかに
ついて考える時期になってきました。土地利用型農業（米・麦・大豆等）については農地集積をどう進めるかが
焦点になってきておりますが、平地で 20～ 30ヘクタール、中山間地で 10～ 20ヘクタールの規模で一つの
経営体（専業農家・経営法人・集落営農など）にまとめるのが国から示された目標です。地域における「人と農
地」の「未来設計図」が「人・農地プラン」です。プランでは、集落や市町村が「地域農業マスタープラン」を
作成し、それに位置づけられていることが施策に対する交付要件となります。プランが認められると次の交付金
が受けられます。

（一）経営転換協力金（離農促進が中心）の要件
ア、10アール未満の農地を除く全農地の 10年以上の貸付
　　（利用権設定）。
イ、基幹三作業（水稲における耕起・代かき、田植、稲刈・脱穀）
　　と販売の白紙委任。
ウ、戸別所得補償への参加。
エ、10年は土地利用型農業に復帰しない。

（二）分散錯圃解消協力金の要件
ア、農地の貸付先や基幹三作業と販売の委託先を白紙委任する。
イ、戸別所得補償への参加

（三）規模拡大加算の要件
ア、中心経営体への農地の集積エリアであれば可。
イ、規模は問わない。
ウ、任意の集落営農への作業集積は不可（法人として利用権の　
　　設定を受ければ可）。
エ、戸別所得補償への参加

（四）青年就農給付金の要件
ア、45歳未満。
イ、親元就農は 5年以内の経営移譲か独立した部門の経営を行う
　　こと。

（五）スーパー L 資金の金利負担軽減措置の要件
ア、認定農業者であること。
〔以上（一）～（五）は平成 24年 4月時点での要件〕

　人・農地プランの範囲は地域的なまとまりを持つ
農業集落や地域をエリアとすることを基本とします
が、地域の実情に応じて複数集落やもっと広いエリア
でも可能となります。先の要件を考えながら今後の地
域農業のあり方について集落内で検討する必要がある
のではないでしょうか。
（その他の調査事項）
　◇観光協会の統合について

教育建設水道常任委員会

産業観光常任委員会
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第
一
班

　
広
島
県
呉く

れ

市
は
、
平
成
15
年
〜
平
成
17

年
に
か
け
て
近
隣
の
８
町
と
合
併
し
現
在

は
人
口
約
24
万
人
、
合
併
前
の
呉
市
（
陸

地
）
と
５
つ
の
島
が
橋
で
繋
が
り
日
光
市

と
は
違
っ
た
地
形
の
広
域
自
治
体
で
あ
り

ま
す
。
合
併
以
前
か
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
が
盛
ん
で
あ
り
、
平
成

15
年
に
は
、
次
の
100
年
を
見
据
え
呉
市
市

民
協
働
推
進
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
呉
市
に
は
地
域
ご
と
に
18
の
出
張

所
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
担
当
職
員

が
配
置
さ
れ
地
域
活
動
を
支
え
て
お
り
ま

す
。
地
域
協
働
の
政
策
目
標
と
し
て
は
、

地
域
力
の
向
上
と
小
さ
な
市
役
所
の
実
現

を
掲
げ
、
目
指
す
地
域
協
働
は
、
市
民
公

益
活
動
の
活
性
化
・
行
政
運
営
の
協
働
の

推
進
・
元
気
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

復
活
の
３
点
で
あ
り
目
標
設
定
と
進
む
べ

き
方
向
性
が
明
確
に
受
け
取
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め

に
、「
ゆ
め
づ
く
り
地
域
協
働
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
い
う
施
策
を
展
開
中
で
あ
り
、
そ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
に
「
ゆ
め
づ
く
り

地
域
交
付
金
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
（
呉
市

を
28
団
体
に
分
け
る
）
に
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
交
付
対
象
活

動
は
、
地
域
住
民
等
が
主
体
的
に
行
う
地

域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
活
動
で
あ

り
、
１
団
体
あ
た
り
50
万
円
を
限
度
に
支

給
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
交
付

金
の
使
途
も
幅
広
く
、
ま
た
、
次
年
度
以

降
の
留
保
も
５
年
間
を
上
限
に
認
め
ら
れ

て
お
り
、
交
付
金
を
活
用
す
る
地
域
に
と

っ
て
は
活
用
し
や
す
い
仕
組
み
で
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
世
代
間
交
流
の

促
進
、
地
域
人
材
の
発
掘
、
育
成
、
地
域

の
宝
の
再
発
見
、
そ
し
て
地
域
の
連
帯
感

の
醸
成
な
ど
大
き
な
効
果
が
上
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
日
光
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
、
現
在
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
の
指
針
」
を
策
定
中
で

あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
更
な
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
に
向
け
て
呉
市
に
お
け
る

先
進
的
な
取
り
組
み
も
参
考
に
し
て
い
た

だ
く
よ
う
市
執
行
部
担
当
部
所
に
対
し
ま

し
て
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　〔
そ
の
他
の
視
察
〕

　
兵
庫
県
姫ひ
め
じ路
市
「
世
界
遺
産
を
生
か
し

た
観
光
施
策
に
つ
い
て
」

　
愛
媛
県
今い
ま
ば
り治
市
「
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

応
援
シ
ョ
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て
」・「
子
育

て
応
援
ヘ
ル
パ
ー
事
業
に
つ
い
て
」

　
愛
媛
県
伊い

よ予
市
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
あ

じ
の
郷く

に

創
り
構
想
）
に
つ
い
て
」

　
11
月
５
日
〜
８
日
、
北
海
道
旭

あ
さ
ひ
か
わ川
市

「
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
」、

富ふ

ら

の

良
野
市
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」、
小お

た

る樽
市
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
」、
江え

べ

つ別
市
「
障
が
い
者
支
援
え

べ
つ
21
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
先
進
地
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
富
良
野
市

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　
策
定
の
背
景
と
し
て
18
世
紀
後
半
の
産

業
革
命
を
境
に
社
会
活
動
は
飛
躍
的
に
拡

大
し
、
化
石
燃
料
の
著
し
い
消
費
に
伴
っ

て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
も
増
加
し
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
現
在
も
増

え
続
け
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
は
、
地
球

温
暖
化
防
止
の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
富
良
野
市
環
境
基
本
計
画

に
基
づ
く
「『
環
境
と
共
生
』
の
文
化
を

標
榜
す
る
資
源
循
環
型
の
ま
ち
ふ
ら
の
」

の
実
現
を
基
本
理
念
と
し
て
、
環
境
へ
の

負
荷
の
少
な
い
社
会
の
構
築
を
目
指
す
た

め
に
、
富
良
野
市
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ

第
二
班

ー
の
将
来
を
示
し
、
こ
れ
を
計
画
的
、
総

合
的
に
導
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類
は
、
供
給
サ
イ

ド
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
石
油
）
や
石
油
代
替

え
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
石
炭
・
天
然
ガ
ス
・
原

子
力
）
ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
大

規
模
水
力
発
電
・
大
規
模
地
熱
発
電
・
海

洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
が
あ
り
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
分
野
と
し
て
熱
利
用
分
野
（
太
陽
熱

利
用
・
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
・
温
度
差
熱

利
用
・
雪
氷
熱
利
用
）、
発
電
分
野
（
太

陽
光
発
電
・
風
力
発
電
・
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
・
中
小
規
模
水
力
発
電
）
に
分
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
富
良
野
市
の
「
上
位
計
画
と
の
関

連
性
」、「
地
域
特
性
」
な
ど
を
い
か
し
た
、

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
方
針
」
と
「
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
定
し
、
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
有
効
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
有
効
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
森

林
資
源
（
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
）
有
効
利
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
期
待
で
き
る
効

果
等
の
分
析
も
し
て
お
り
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
富
良
野
市
で
の
市
民
意
識
調
査
に
よ
る

と
地
球
温
暖
化
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ

い
て
回
答
者
の
90
％
以
上
が
関
心
を
持

ち
、
太
陽
光
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
、

融
雪
熱
利
用
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
導
入

が
考
え
ら
れ
る
施
設
と
し
て
は
、「
公
共

施
設
の
電
気
・
給
湯
・
融
雪
の
利
用
」、「
住

宅
の
電
気
・
給
湯
の
利
用
」、「
地
域
の
電

気
・
空
調
・
給
湯
・
融
雪
に
利
用
」
が
多

く
富
良
野
市
の
特
徴
を
と
ら
え
、
市
民
全

体
が
関
心
を
持
ち
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
意
識
が
高
い
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

広島県呉市役所

北海道富良野市役所

行政調査特別委員会活動報告
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「
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
は
現
在
、
全

国
の
各
自
治
体
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
地
域

に
合
わ
せ
た
特
色
あ
る
制
度
と
し
て
取
り

組
ま
れ
て
お
り
、
今
回
の
千
葉
県
市い

ち
か
わ川
市

の
同
制
度
が
先
進
的
で
非
常
に
優
れ
、
全

国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
視

察
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
川
市
の
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
市

民
活
動
へ
の
理
解
と
参
画
を
促
し
、
行
政

で
支
援
を
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
、
市

民
と
団
体
及
び
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
標
に
取
り
組
ま
れ
た
事
業
で
す
。
制

度
内
容
を
簡
単
に
申
し
上
げ
る
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
活
動
、
自
治
会

活
動
、
ま
た
市
民
講
座
（
市
指
定
）
の
参

加
や
地
域
清
掃
活
動
、
そ
の
他
防
犯
活
動

や
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
協
力
な
ど
の
様
々
な

活
動
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、

ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
等
で
も
ポ

イ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
れ

ら
の
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
後
の
使
い
道

と
し
て
は
、
市
の
施
設
利
用
や
様
々
な
交

換
品
等
が
あ
り
ま
す
。
民
間
企
業
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
制
度
と
類
似
し

て
い
る
な
ど
わ
か
り
や
す
い
制
度
で
あ
る

た
め
、
認
知
度
も
上
々
で
市
内
の
自
治
会

活
動
状
況
も
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
効
果

は
非
常
に
大
き
い
よ
う
で
す
。
日
光
市

に
も
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
非
常
に
マ
ッ

チ
ン
グ
し
た
制
度
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
今
後
導
入
に
向
け
て
調
査･

研
究
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
を
結
び
つ
け

る
施
策
の
研
究
と
し
て
、
大
型
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
専
用
施
設
で
日
本
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の
認
定
コ
ー
ス
を
持
つ

広
島
県
福ふ

く
や
ま山
市
の
「
福
山
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
」も
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
主
流
で
あ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
新
た
な
付
加
価
値
を
付
け

る
こ
と
に
よ
り
、
宿
泊
施
設
や
観
光
資
源

の
豊
富
な
当
市
の
観
光
振
興
へ
結
び
つ
く

も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　
〔
そ
の
他
視
察
先
〕

　

三み
は
ら原
市
「
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

み
は
ら
に
つ
い
て
」

　

尾お
の
み
ち道
市
「
お
の
み
ち
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
」

　

｢

足
尾
銅
山
を
世
界
遺
産
に｣

の
調
査

研
究
の
た
め
、
福
岡
県
福ふ

く
つ津
市
「
宗む

な
か
た像
・

沖お
き
の
し
ま

ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
の
世
界
遺
産
登

録
の
進
捗
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

○
概
要
・
経
緯

　

沖
ノ
島
は
、
玄げ

ん
か
い
な
だ

界
灘
沖
に
浮
か
ぶ
周
囲

約
４
キ
ロ
足
ら
ず
の
無
人
島
で
あ
り
「
神

宿
る
島
」
と
よ
ば
れ
、
４
世
紀
～
９
世
紀

に
か
け
国
家
的
な
祭
祀
が
行
わ
れ
出
土
し

た
約
８
万
点
の
奉
献
品
す
べ
て
が
国
宝
に

指
定
、
島
全
体
も
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て

お
り｢

海
の
正
倉
院｣

と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。

　

平
成
18
年
文
化
庁
に
提
案
書
を
提
出
す

る
が
、
継
続
審
議
と
な
る
。

　

平
成
21
年
再
提
案
に
対
し
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る
。

○
視
察
所
見

　

こ
こ
で
の
特
徴
と
し
て
、
周
知
活
動
に

お
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
写
真
展
を
地
元

だ
け
で
な
く
福
岡
県
中
心
部
、東
京
都（
早

稲
田
大
学
）
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
九
州
大
学
と
連
携
で
作
成
。
各
イ

ベ
ン
ト
時
、出
前
講
座
、研
修
時
に
活
用
。

海
外
向
け
４
ヶ
国
語
版
も
あ
り
、
現
在
３

Ｄ
版
を
作
成
中
。

　

足
尾
銅
山
と
は
文
化
財
の
数
か
ら
も
単

純
に
は
比
較
に
な
ら
な
い
が
、
周
知
活
動

で
は
参
考
に
な
る
点
が
多
々
あ
り
、
日
光

市
で
も
研
究
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
〔
そ
の
他
の
視
察
〕　

　

佐
賀
県
小お

ぎ城
市
「
マ
ジ
ェ
ン
バ
に
つ
い

て
」
他

　

長
崎
県
佐さ

せ

ぼ

世
保
市
「
長
崎
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
の
環
境
対
策
に
つ
い
て
」

　

長
崎
県
大お
お
む
ら村
市
「
議
会
基
本
条
例
に
つ

い
て
」

　

日
光
市
と
同
じ
く
国
の
放
射
能
汚
染
重

点
調
査
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
我あ

び

こ

孫
子

市
で
は
、
市
の
放
射
能
対
策
に
市
民
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
に

も
「
放
射
能
ニ
ュ
ー
ス
」
を
定
期
的
に
発

行
し
29
号
を
数
え
る
。

　

除
染
は
、
市
独
自
の
基
準
で
、
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
の
い
る
住
宅
で
は
、
高
さ

50
㎝
（
国
の
基
準
は
１
m
）
で
毎
時
0.23
μ

ｓ
ｖ
以
上
を
行
な
う
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
の
半

径
300
ｍ
内
の
通
学
路
を
除
染
。
除
染
に
よ

る
汚
染
土
壌
は
、
市
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
内
に
保
管
し
て
い
る
。

　

市
内
の
農
産
物
の
他
、
商
工
業
者
が
加

第
三
班

第
四
班

第
五
班

世界遺産登録を目指す沖ノ島

福山市グラウンド・ゴルフ場

行政調査特別委員会活動報告

千葉県我孫子役所



４班 10月１日（月）～４日（木）

◎齊藤　正三　○山越　一治
　野沢　一敏 ７班 10月23日（火）

◎加藤　雄次

６班 10月17日（水）～19日（金）

◎加藤　　優

１班 10月16日（火）～19日（金）

◎大嶋　一生　○田村　耕作
　落合美津子　　小久保光雄
　粉川　昭一　　亀井　鎭雄
　三好　國章　　斎藤　伸幸
　筒井　　巌 竹澤　英俊 ◎川村　寿利　○青田　兆史

　大門　陽利 鷹觜　孝委
　齋藤　文明 手塚　雅己

２班 11月５日（月）～８日（木）

５班 11月５日（月）～７日（水）

◎福田　悦子　○平木チサ子

３班 10月23日（火）～26日（金）

◎塩生　勇一　○和田　公伸
　佐藤　和之 生井　一郎
　山越　梯一 
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第
六
班

第
七
班

福岡県古賀市役所

行政調査特別委員会活動報告

工
・
販
売
す
る
食
品
に
つ
い
て
も
、
放
射

性
物
質
分
析
検
査
結
果
を
公
表
し
、
風
評

被
害
の
払
拭
に
向
け
て
事
業
者
を
支
援
。

さ
ら
に
、
農
業
者
が
安
心
し
て
生
産
出
来

る
よ
う
、
水
田
や
果
樹
園
の
線
量
測
定
や

土
壌
の
放
射
性
物
質
検
査
を
行
な
い
、
ま

た
、
農
作
物
へ
の
放
射
性
物
質
移
行
を
低

く
す
る
た
め
の
栽
培
技
術
や
土
壌
対
策
な

ど
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
し
、
農
業
者

を
支
援
し
て
き
た
。

　

国
や
県
任
せ
に
せ
ず
、
市
独
自
で
各
種

の
検
査
を
行
い
、
公
表
す
る
こ
と
で
、
安

心
を
市
民
に
訴
え
て
き
た
姿
勢
は
科
学
的

で
あ
り
、
風
評
被
害
を
防
ぐ
元
と
な
っ
た

こ
と
は
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
〔
そ
の
他
の
視
察
〕　

　

長
野
県
御み

よ

た
代
田
町
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」

　

長
野
県
佐さ

く久
市
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

　

福
岡
県
古こ

が賀
市
で
は
「
日
本
一
通
い
た

い
、
通
わ
せ
た
い
学
校
を
目
指
す
取
り
組

み
」
に
基
づ
く
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
そ
の
特
徴
的
な
施
策
に
つ
い
て

視
察
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

「
二
学
期
制
の
導
入
」
に
つ
い
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
14
年
度
、
週
５
日
制
に
よ
る
授
業

時
間
の
不
足
に
対
し
、
時
間
確
保
の
た

め
、
導
入
に
向
け
た
調
査
研
究
を
始
め
、

二
学
期
制
を
15
年
度
か
ら
試
行
し
、
18
年

度
か
ら
本
格
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
は
、
長
期
休
業
直
前
ま
で
児

童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
か
か
わ
る
き
め

細
か
な
指
導
時
間
を
多
く
確
保
で
き
た
、

な
ど
の
学
習
指
導
・
進
路
指
導
等
の
充

実
。
教
師
に
精
神
的
、
時
間
的
な
ゆ
と
り

が
増
え
、
子
ど
も
た
ち
に
余
裕
を
持
っ
て

向
き
合
え
た
、
な
ど
児
童
生
徒
と
の
関
係

充
実
。
年
間
の
行
事
配
置
に
自
由
度
が
増

え
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
が
で
き
た
、

な
ど
行
事
の
削
減･

創
造
。
成
績
処
理
。

評
価
を
長
期
休
業
中
に
で
き
る
の
で
、
き

め
細
か
い
信
頼
性
の
あ
る
評
価
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
評
価
の
充
実
。
な

ど
多
く
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
課
題
と
し
て
、
授
業
の
改
善
と
評

価
、
中
間
評
価
の
具
体
的
な
工
夫
と
改
善

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
学
期
制
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ

り
ま
す
が
、
古
賀
市
で
は
保
護
者
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
域
の
中
で
も
否
定
的

な
意
見
は
見
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

導
入
の
有
無
は
と
も
か
く
、
調
査
研
究
す

べ
き
課
題
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。

　
〔
そ
の
他
の
視
察
〕

　

福
岡
県
朝あ
さ
く
ら倉
市
「
公
共
交
通
施
策
に
つ

い
て
」

　

福
岡
県
筑ち

く
ご後
市
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
」
他

　
　
神
奈
川
県
小お

だ

わ

ら

田
原
市
の
都
市
農
業
成
長

特
区
を
通
じ
た
耕
作
放
棄
地
解
消
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
視
察
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
小
田
原
市
の
主
要
作
物
で
あ
る
柑
橘
類

の
輸
入
の
急
増
に
よ
り
内
外
格
差
が
拡

大
す
る
な
ど
農
業
経
営
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
そ
の
上
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
と
後
継
者
不
足
が
相
ま
り
、
遊
休
農

地
の
拡
大
が
著
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
打
開
策
と
し
て
、
新
し
い
力
の
活
用

や
、
既
存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
新

し
い
事
業
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
都
市
農
業
の
振
興
の
た
め
、

平
成
14
年
に
構
造
改
革
特
別
区
域
の
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
市
民
農
園
の
開
設
主
体
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
多
様
な
法
人
と
す
る
こ

と
で
、
農
業
の
持
つ
水
源
滋
養
、
生
態
系

保
全
、
防
災
、
食
育
な
ど
の
各
機
能
の
重

要
性
を
多
く
の
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
い

都
市
住
民
と
の
交
流
拠
点
を
確
保
し
、
有

機
農
法
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
家
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
有
機
野
菜
の
栽
培
や
、
担

い
手
の
育
成
、
遊
休
農
地
の
解
消
を
図
っ

て
お
り
、
合
わ
せ
て
担
い
手
育
成
事
業
の

「
生
き
生
き
農
業
塾
」
の
開
催
な
ど
も
し

て
い
ま
す
。

　
早
川
地
区
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

で
は
、
民
間
・
地
元
農
業
者
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、「
一
夜

◎班長　○副班長（敬称略）

城Y
o
ro
izu
k
a

　F
arm

」
と
し
て
店
舗

や
農
産
物
直
売
施
設
、
展
示
圃
場
な
ど
を

運
営
し
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
が
、
特
区

申
請
に
よ
り
株
式
会
社
が
資
本
参
入
す
る

こ
と
で
、
地
域
が
活
性
化
し
、
耕
作
放
棄

地
も
減
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。

班編成表
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市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
議
員
研
修
会

議 員 研 修 会
　日光市議会では、地方分権改革により地方議会の役割も大

幅に増加したことに伴い、地方議会のあり方を見直し、活発

な議論等を行うため、今年６月、議会基本条例検討調査特別

委員会を設置し、議会改革をすすめるために、調査・検討・

協議を重ねております。

　今回は、その特別委員会活動の一環として全議員を対象

に、10月15日、市役所本庁舎にて、講師に白鷗大学法学部教

授の市村充
みつあき

章先生を迎え、「議会基本条例について」の研修

会を開催しました。

　講演では、あらためて、「なぜ、いま議会基本条例を制定

するのか」ということと、時代の変化に対応した議会のあり方などについてのお話をいただき、今

後の議会活動の参考になっただけでなく、議会基本条例についての認識を深める上でのよい機会と

なりました。

※　この日程はあくまで

も予定であり、日程が変

更となる場合があります

ので、議会傍聴等は改め

て議会事務局にお問い合

わせ願います。 ☎問 合 せ 先

０２８８－２１－５１４０
（議会事務局直通）

　市議会では育児で忙しい方でも議会を傍聴でき
るよう託児機能を整備しています。
　一般質問では、医療や教育といった子育て世代
の方にもかかわりが深い、身近な問題について話
し合いが行われています。
　傍聴を希望する方は、議会事務局または日光市
議会ホームページにて一般質問の日程及び質問事
項を公開しますので、ご確認のうえお申し込みく
ださい。

平成25年２月
 日光市議会定例会会期日程予定

【会期  ２月 18日（月）～３月22日（金）  33 日間】

曜日

月

月

水

木

火

水

木

金

火

水

木

金

月 /日

2/18

2/25

2/27

2/28

3/5

3/6

3/7

3/8

3/12

3/13

3/14

3/22
※　この日程はあくまでも予定であり、日程が変更となる場合がありますので、
　　議会傍聴等は改めて議会事務局にお問い合わせ願います。
問合せ先　0288 - 21 - 5140 （議会事務局直通）

会　期　日　程

本　会　議

本　会　議

付託委員会

付託委員会

本　会　議

本　会　議

本　会　議

本　会　議

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会

予算審査特別委員会・本会議

備　　　考

（開会）上程・説明

代表質問・委員会付託

 

採決

一般質問

一般質問

一般質問予備日

（閉会）

お子さんを連れて議会を傍聴してみませんか？

■申し込み期限…一般質問傍聴希望日の５日前
■申し込み手続き
　傍聴を希望する方は、傍聴日・傍聴したい議員名・住所・
　氏名・幼児年齢・電話番号等を電話、FAXまたはメール
　等でお知らせください。
■申し込み・問い合わせ先…日光市議会事務局　　　　
　TEL　0288－21－5140　　FAX　0288－21－5141
　メールアドレス　gijika@city.nikko.lg.jp
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総務常任委員会

会会会員会員員会会会会委員委委委委委委員員員任委市市市市市民民民民民民民民民民福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任委委委委委委委 会会委民福福 常任任任任市市 福福福福 会会員市市民民民民民民民民福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉常常常常常常任任任任委委委委委委員員員会会会会会会会会会会員員員員員委委委委委委委委委委委任市市市市市民民民民民民民民福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任委 会会会会市民福祉常任委員会

会会会員会員員会会会会会委員委委委委委委委員員員員員任委産産産産産業業業業業業業業業業観観観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光光常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任委委委委業観観観光光光常任任任任任産 観観観観観 常 会会会員産産業業業業業観観観観観観観光常常常常常常任任任任任任任委委委委委委委委委員員員員会会会会会会会会会員員員員員員任委任産産産産産業業業業業業業業業業観観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光光常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委 会会会会産業観光常任委員会

会会会員員員員会会会会会会員議議議議議議議会会会会会会会会会会会会運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員議議 会議議議議議会会会会会会会運運運運運運営営営営営営営営委委委委委員員員員員員員員員会会会会会会会会員議議議議議議会会会会会会会会会会会運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員会会会会会議会運営委員会

会会会会会員員員会会会会委員委委員委員任委任任任任委委任任任教教育教育育育育育教教 建設建建設建設建設建設設設設設設建建建 水道水道水道水道水道水道水道水道水道水水 常常常常任常任常任常常任常任任任教教育育教 建建建設建設設設設設設建建 道道道水道道道道常常常常常任任任任任任委委委委委委員会会会会会会会員員員員員任委教教育教育育育育育教教 建設建設建設建設建設建設設設設設設建建建建 水道水道道水道水道水道水道水道水道常常常常常任常任常任常任常任任任任任任委委委委委委 会会会会教育建設水道常任委員会

会会会会議会議議議議議会会会会会協議協協協協協協議議議議議協協議議議議議議議員員員員員員員員員員員全全全全全全全全全全全全員員員員員員員員員員員協協協協協協協協員員 員協議議 協協協 会協協 会協議議 議議 議議議議 協協協協議会会議議員 員員協協協議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員全全全全員員員員員員員員員協協協協協協協協協議議議議議議議会会会会会会会議議議議議議議議議議議協協議議議議議議議員員員員員員員員員員員員全全全全全全全全全全員員員員員員員員員員員協協協協協協協協協協協協 会会会議員全員協議会

会会会会会広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報委委委委委委委委員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会員会広広広広広広広広広報報報報報報報報委委委委委委員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会員広広広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会広報委員会

議議会議会会会会会会会議 基基基基本基本基本基本本本本本本基基 条例条条例条例条例条例条例例検検検検検検討検討検討検討討討討討討調調調調調査査査査議議会議会会会会会会議 基基基基基本基本基本本本本本本基基 条例条例条例条例条例条例例検検検検検検討検討検討検討討討討討討調調調調調査査査査
員会員員会会会委員委員委委員委員員員委委委委委委別特別特別特特別特別特特特特別別別別別別特別別特特 員会別委委特特特 委特特特特 委委 会会会会特特特別別特特 委委 会会会会員会員員員員員員委委委委委委委別特別特別特別特別別別特別特別特特 会委委 会会会会会

議会基本条例検討調査
特別委員会

▶12月６日 ○付託議案審
　査
▶12月12日 ○陳情審査
▶11月28日 ○平成２４年
　第５回定例会提出予定議
　案について

▶10月15日 ○保育園等の
　除染事業について
▶12月６日 ○付託議案審
　査
▶12月18日 ○障がい者福
　祉制度の推進について

▶10月５日 ○人・農地プ
　ランについて
▶11月16日 ○観光協会の
　統合について
▶12月７日 ○付託議案審
　査

▶12月７日 ○付託議案審
　査

▶11月13日 ○地方自治法
　の一部改正に伴う会議規
　則の一部改正について
▶11月26日 ○平成２４年
　第５回定例会について
　（陳情等）
▶11月28日 ○平成２４年
　第５回定例会について
　（会期日程等）
▶12月12日 ○議会報告会
　の報告事項の取り扱いに
　ついて
▶12月17日 ○出退表示板
　の取り扱いについて

▶10月11日 ○日光市放射
　線量マップの測定結果に
　ついて
▶11月13日 ○固定資産税
　の誤課税について
▶11月28日 ○平成２４年
　第５回定例会提出予定議
　案について
▶12月17日 ○日光ブラン
　ド戦略プランの原案につ
　いて

▶10月11日 ○１０月発行
　議会広報紙について
▶11月28日 ○議会報告会   
　のまとめについて
▶12月10日 ○議会報告会
　について
▶12月17日 ○１月発行議
　会広報紙について

▶10月15日 ○通年議会に
　ついて
▶10月15日 ○議会基本条
　例について(講演会)

NIKKO  SSHIGIKAINIKKO SHIGSHIGIKAINIKKO  SHIGIKAI

（10月～12月）（10月～（10月～12月）

編
集
後
記

AIAI

議会のおもな動き議会のおもな動ききき動動き議会のおもな動きもな動きおも会 お議会 き動き動きななもなもなおもおも会のおのお議会のおもな動ききき議会のおもな動き会のおもな動き会会会議議議議議議議議 動動動動動動動動動動動ななななな きききききももももももおおおおおののの 動なななななな きき会会 ももおおおのの なおのの なな議議議議議議 動会会 おおお議議議会会会議議議 なななななおおおおお な議議議会会 動議議議 動動動議議議議議議議議会のおもな動き議会のおもな動き

市議会の本会議の様子がインターネットでご覧いただけます。
本会議のライブ中継のほかに、録画映像も配信されています。
ぜひご利用ください。

市議会の本会議が
インターネットで
ご覧になれます

http://www.nikko-city.stream.jfit.co.jp/

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ア
ジ
ア
リ
ー
グ
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
日
光
ア
イ
ス

バ
ッ
ク
ス
が
準
優
勝
し
、
ザ
・

ア
イ
ス
２
０
１
２
日
光
公
演
で

は
浅
田
真
央
選
手
ほ
か
有
名
選

手
が
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
参

加
い
た
だ
い
た
日
光
杉
並
木

マ
ラ
ソ
ン
、
全
日
本
中
学
校

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
、
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
一
次
予
選
の
開
催
な
ど
も
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
市
全
体
に
活
力

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

来
年
の
今
頃
は
日
光
市
に
お

い
て
第
69
回
冬
季
国
体
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
選
手
団
を
は
じ
め

全
国
各
地
か
ら
の
多
く
の
お
客

様
で
賑
わ
う
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
市
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も

に
市
を
挙
げ
て
歓
迎
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

　

今
年
一
年
が
み
な
さ
ま
に

と
っ
て
幸
せ
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｙ
・
Ａ
）


